










広報いしかわ 1 月号 ● 6

（５）除染実施者
　詳細調査の結果から空間線量率が平均0.23マイクロシーベル
ト／時以上の除染実施箇所は、町が主体となり除染を行います。
（６）優先順位
　町民の生活空間を優先して除染を行いますが、放射線の影響を受けやすい、子ども、妊婦の生活空間（保
育所・学校等施設、公共施設、住宅など）を考慮して優先順位を定め、効果的で効率的な除染を行います。
●除染の実施
（１）除染方法
　原則として環境省が定める「除染関係ガイドライン（平成23年12月第１版）」および福島県の定める「除染
対策事業実施要領」に示す方法で除染を行います。
　除染は、除染対象区域の空間線量率等に応じて実施箇所を決定し、適切な除染方法を選択して行います。
（２）除染のスケジュール
　除染対象ごとの除染スケジュールは次のとおりです。

除染対象 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

保育所、学校及
びそれに付随す
る道路

全施設調査
及び除染 経過を観察し、追加の除染が必要な場合は適宜対応を行います。

公共施設 全施設調査及び除染対
象の決定（除染の実施）

経過を観察し、追加の除染が必要な場合は適宜
対応を行います。

住宅・宅地及びそ
れに付随する道路 詳細調査に基づき、適宜、実施 経過を観察し、追加の除染が必要な

場合は適宜対応を行います。

商業施設・工場、
その他の道路、農
地、森林（生活圏）

詳細調査に基づき実施 経過を観察し、追加の除染が必要な
場合は適宜対応を行います。

局所的除染 局所的な除染は、放射線量確認の上、随時実施

●除去土壌等の処理
（１）除去土壌等の処理方針
　町が主体となって行う除染に伴い生ずる土砂等は、町が設置する仮置場に運搬・保管します。
（２）仮置場の構造及び所在地
　仮置場は、二次汚染を起こさないよう措置を講じます。また、仮置場は総合運動公園内に設置することとし、
進捗状況によっては拡充又は新設の検討を行います。
（３）除去土壌等の記録・保存
　空間線量率や地下水の放射能濃度の測定結果、保管中の除去土壌の量などを記録し、環境省令で定められ
た期間保存します。
（４）土壌の減量・減容化
　本町の除染により発生した除去土壌等は、新たな技術や効率性を考量し、適宜、有効性を評価したうえで、
減量・減容化技術の導入を図り、仮置き場の効率的利用に努めます。
●その他
　本除染実施計画は、新たに設定すべき除染実施区域の確認や新技術の導入、新たな知見による見直しについて、
適宜、改定を行います。
　本計画により除染を行った区域及び施設は、除染後も継続的にモニタリングを実施し線量の推移を確認します。
　また、汚染状況の把握や局所的除染では町民の皆様のご協力が不可欠であると考えます。各自治センター
や町保健センター、町公民館などに配置した放射線測定器を活用いただき、除染実施区域の把握や局所的除
染にご協力をお願いします。

除染実施計画 を策定しました



7 ● 広報いしかわ 1 月号

　石川町では東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故を受け、放射能汚染の影響を把握するた
めに放射線量の調査を行っていますが、平成24年4月から6月には第3次500mメッシュ調査とし
て町内1,846か所の空間線量率を測定しています。
　これらの調査結果から、一部地域において、法に示す長期的目標の追加的被ばく線量が、年
間１ミリシーベルトをわずかに超えると想定される区域が確認されたことから、これまで国と協
議を重ね、平成24年11月22日付けで『石川町除染実施計画（第2版）』を策定しましたので、そ
の内容をお知らせします。
●町内における放射性物質の分布
　町内全域において、事故当初は半減期約8日のヨウ素131の汚染が大きな割合を占め、放射線量増加の主要
因となっていましたが、現在は中期的半減期のセシウム134（半減期約2年）やセシウム137（半減期約30年）
が主要な汚染原因となっています。
●除染の方針
（１）基本方針
　除染は町が主体となり取り組みます。また、比較的、放射線量の増加が低いことから、効果的・効率的に
除染を進めるために町民の皆様や町内企業へのご協力をお願いすることもあります。
　なお、除染活動以外の長期的な健康管理・風評被害などの放射線対策は、別に定める『石川町東日本大震
災復旧復興計画（平成24年1月）』により対応することとします。
（２）目標
　①長期的に生活圏での追加被ばく線量を年間1ミリシーベルト以下にすることを目標とします。
　②平成26年3月までに、町民の日常生活環境（公共施設、道路、住宅などの一体的な区画内の平均）におけ
る空間線量率（地上1ｍ地点）が0.23マイクロシーベルト／時以下となることを目標にします。
（３）計画期間
　計画期間は、平成24年2月から平成29年3月までの5か年とし、重点期間を最初の2年間とします。
（４）除染実施区域（小字単位）
　町が実施した移動式サーベイおよび詳細調査の結果に基づき、以下の区域を除染実施区域とします。
　なお、新たに除染を要する区域が確認された場合には適宜、国・県と協議し、除染実施計画を改定します。

地　　区 字 空間線量率等　
（単位：マイクロシーベルト／時）

沢田地区

大字沢井字大山平 0.12～0.30　（平均0.23）
大字沢井字蒲沢 0.13～0.33　（平均0.23）
大字赤羽字寺ノ入 0.16～0.32　（平均0.23）
大字赤羽字浦 0.14～0.53　（平均0.32）
大字赤羽字小田柿 0.14～0.34　（平均0.25）
大字赤羽字長原 0.19～0.30　（平均0.24）
大字赤羽字馬舟沢 0.13～0.39　（平均0.27）
大字赤羽字古宿 0.13～0.57　（平均0.27）
大字沢井字五反分 0.19～0.34　（平均0.27）

山橋地区
大字板橋字五斗蒔 0.18～0.30　（平均0.24）
大字板橋字坊屋敷 0.20～0.29　（平均0.23）
大字山形字松原 0.16～0.34　（平均0.25）

母畑地区 大字北山字双石 0.19～0.26　（平均0.23）
※1　使用測定機器：エネルギー補償型γ線用シンチレーションサーベイメータ（日立アロカメディカル社製）

およびＰＭ1703ＭＯ－1Ｂ（ポリマスター社製）
※2　測定月日：平成24年5月21日〜22日（移動式サーベイ）、平成24年7月9日～19日（詳細調査）
※3　測定高さ：地上1ｍ

除染実施計画 を策定しました



●母畑レーク
　サイドセンター
●母畑レーク
　サイドセンター

●
石川
小学校

●
石川
小学校

山形小学校
●

山形小学校
●

●
山橋自治
センター

●
山橋自治
センター

●南山形
　小学校
●南山形
　小学校

●
石川
中学校

●
石川
中学校

●野木沢小学校
　野木沢保育所
●野木沢小学校
　野木沢保育所

●野木沢自治センター●野木沢自治センター

●中谷自治センター●中谷自治センター

●中谷第一
　小学校
●中谷第一
　小学校

●中谷第二
　小学校
●中谷第二
　小学校

沢田自治センター
沢田児童館
●

沢田自治センター
沢田児童館
●

母畑小学校●母畑小学校●

母畑自治センター●母畑自治センター●

沢田小学校
●

沢田小学校
●沢田中学校●沢田中学校●

第一保育所●第一保育所●

石川自治センター●石川自治センター●

石川町公民館　
歴史民俗資料館●
石川町公民館　
歴史民俗資料館●

石川町役場●石川町役場●

第二保育所●第二保育所●
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測定日：平成24年8月27日～11月26日
測定機器
◎日立アロカメディカル社製　TCS-172B
　NaI(Tl)シンチレーション方式　エネルギー補償型



●母畑レーク
　サイドセンター
●母畑レーク
　サイドセンター

●
石川
小学校

●
石川
小学校

山形小学校
●

山形小学校
●

●
山橋自治
センター

●
山橋自治
センター

●南山形
　小学校
●南山形
　小学校

●
石川
中学校

●
石川
中学校

●野木沢小学校
　野木沢保育所
●野木沢小学校
　野木沢保育所

●野木沢自治センター●野木沢自治センター

●中谷自治センター●中谷自治センター

●中谷第一
　小学校
●中谷第一
　小学校

●中谷第二
　小学校
●中谷第二
　小学校

沢田自治センター
沢田児童館
●

沢田自治センター
沢田児童館
●

母畑小学校●母畑小学校●

母畑自治センター●母畑自治センター●

沢田小学校
●

沢田小学校
●沢田中学校●沢田中学校●

第一保育所●第一保育所●

石川自治センター●石川自治センター●

石川町公民館　
歴史民俗資料館●
石川町公民館　
歴史民俗資料館●

石川町役場●石川町役場●

第二保育所●第二保育所●

9 ● 広報いしかわ 1 月号

今回調査 第3回調査 第2回調査 第1回調査
H24.8.27
～11.26 全体比率 H24.4.9

～6.15
H23.11.9
～12.13

H23.7.20
～8.15

毎時0.10
マイクロシーベルト以下 27か所 5.2％ 0.8％ 0.6％ 0.4％
毎時0.11～0.15
マイクロシーベルト 327か所 63.6％ 53.5％ 35.6％ 27.3％
毎時0.16～0.20
マイクロシーベルト 152か所 29.6％ 40.7％ 60.7％ 56.7％
毎時0.21～0.25
マイクロシーベルト 8か所 1.6％ 5.0％ 3.2％ 15.4％
毎時0.26～0.30
マイクロシーベルト 該当なし 該当なし 該当なし 0.2％
毎時0.31
マイクロシーベルト以上 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
町内平均放射線量
（マイクロシーベルト毎時） 0.145 0.157 0.165 0.173







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

広報いしかわ 1 月号 ● 12

古市　裕美子さん（19歳）　●字高田

▶次回は、古市さんの紹介で太楽 大輔さんです。

職 業▶特別養護老人ホームさぎそう（浅川
町）に介護福祉士として勤務してい
ます。

Q	

Q	

Q	

Q	

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
読書をする事です。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
家庭を持ち、仕事を続けていく事です。
将来どんな町になって欲しいですか
子どもからお年寄りまで、生き生きと暮
らせる町になって欲しいと思います。
最後に理想のタイプは
優しく、誠実な人です。

渡辺　つばさちゃん（1歳1か月）

「つばさが生まれて我が家にたくさんの
幸せと笑顔がふえました。ありがとう。」

昌寿パパ・菜緒ママより　石田



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

皆さんの協力でお店を続けることができています

氏名：佐藤　寛治さん（74歳）
　　　　　　君江さん（73歳）
住所：中野字水無
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　平成21年度から平成30年度までを計画期間とする「石川町第
5次総合計画　基本構想」を策定し、「夢と希望に満ち、ひとが
輝き・ときを慈しみ・ものを愛でる」まちづくりを目指し、「み
んなが主役　協働と循環のまち」を将来像としたまちづくりを
進めてきました。
　「前期基本計画」は、平成21年度から平成25年度までを計画
期間としていましたが、東日本大震災などの社会状況が大きく
変化したことから、本町を取り巻く環境の変化に対応するため、
平成24年度において前期基本計画に基づく取り組みの検証を行
うとともに、「石川町東日本大震災復旧復興計画」の施策を盛り
込みながら、基本構想の一部見直しを行い、平成25年度から6
年間を計画期間とする「後期基本計画」を策定しました。
　策定にあたっては、広報いしかわ11月号でもお知らせしまし
たが、アンケート調査、パブリックコメント、意見公聴会を開
くなど、町民のみなさんの意見をお聞きし、計画に反映させる
とともに、石川町振興計画審議会（矢吹重光会長・委員15名）
では、5回にわたり前期の取り組みを検証しながら、後期基本計
画の審議を行い、11月19日（月）には、矢吹会長が加納武夫町

長に答申書を提出しました。また、石川町議会12月定例会で、その内容について審議され承認されました。
　今後、計画の内容等についてお知らせしていきます。

みんなが主役
平成25年度からの「後期基本計画」を策定協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

▲矢吹会長から加納町長に答申書を提出
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村
」の
成
立

�
樹
種
名　
　
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
ほ
か
多
品
種

�
樹
齢　
　
　
推
定
20
～
50
年

�
形
状
寸
法　
樹　
　
高　
3
～
7
ｍ

　
　
　
　
　
　
胸
高
幹
周　
0
・
3
～
1
ｍ

�
特
記
事
項

　
県
道
白
河
石
川
線
を
白
河
方
面
に
向
か
っ
て
行

く
と
左
側
遠
方
に
小
高
い
山
が
見
え
ま
す
。
上
空

か
ら
眺
め
る
と
亀
の
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
亀

の
甲
山
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
昔
は
地
区
の

共
有
林
で
し
た
が
、
現
在
は
民
間
事
業
者
が
樹
木

の
研
究
と
し
て
植
栽
を
し
、
春
に
は
、
桜
以
外
に

も
様
々
な
花
木
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
見
頃　
４
月
中
旬

亀の甲山の桜
赤羽字長原地内

石川桜めぐり

石川藩主本多忠利墓
（写真中央・滋賀県永源寺）

　
伊
達
政
宗
を
は
じ
め
と
し
、
戦
国
時
代

に
現
在
の
県
南
を
支
配
し
て
い
た
石
川
昭

光
・
白
川
義
親
ら
に
代
わ
っ
て
領
主
と
な

っ
た
の
が
、
近
江
（
滋
賀
県
）
出
身
の

蒲が
も
う
う
じ
さ
と

生
氏
郷
で
す
。
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
に
一
〇
〇
万
石

の
大
名
と
し
て
会
津
黒
川
に
入
っ
た
氏
郷

は
、
黒
川
を
若
松
に
改
め
、
重
臣
を
領
内

の
白
河
・
三
春
・
二
本
松
・
米
沢
な
ど
に

配
置
し
ま
し
た
。
農
民
に
対
し
て
は
村
ご

と
に
検
地
を
行
っ
て
石
高
（
生
産
高
）
を

算
出
し
、
年
貢
を
徴
収
す
る
基
盤
を
作

り
ま
し
た
。
検
地
の
結
果
は
文ぶ

ん
ろ
く禄
３
年

（
１
５
９
４
）
７
月
に
作
製
さ
れ
た
「
蒲

生
領
高
目
録
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
見
ら
れ
る
石
川
町
内
の
村
と
石
高

は
次
の
通
り
で
す
。

曲　
木　
　
五
四
三
石
（
端
数
省
略
）

中　
野　
　
五
六
一
石

塩　
沢　
　
二
四
七
石

母　
畑　
　
四
一
六
石

湯
郷
渡　
　
二
一
九
石

谷　
沢　
　
七
四
一
石

坂　
路　
　
四
三
八
石

谷　
地　
　
一
七
八
石

南
山
形　
　
五
五
五
石

沢　
井　
一
六
〇
三
石

高　
田　
　
五
三
四
石

下　
泉　
一
八
七
七
石

槙　
　
　
　
四
九
二
石

中　
田　
　
九
二
九
石

双　
里　
一
五
八
六
石

板　
橋　
　
三
九
〇
石

　
槙
村
は
外
槙
村
の
こ
と
で
す
が
、
中
世

に
外
槙
と
内
槙
に
分
か
れ
た
ら
し
く
、
内

槙
は
「
蒲
生
領
高
目
録
」
で
は
下
泉
村
分

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、「
蒲
生
領
高
目
録
」
に
見

え
な
い
村
は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
羽
・
新
屋
敷
は
慶け

い
あ
ん安４

年
（
１
６
５
１
）

か
ら
の
慶
安
検
地
に
よ
り
、
沢
井
村
か
ら

分
村
し
独
立
し
た
村
に
な
り
ま
し
た
。
山

形
村
・
内
槙
村
も
慶
安
検
地
の
結
果
下
泉

村
か
ら
分
村
し
ま
し
た
。
両
村
は
下
泉
村

民
に
よ
り
開
拓
さ
れ
、
下
泉
村
を
親
村
と

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
特
に
山
形
村
は

早
く
か
ら
開
け
、
下
泉
村
か
ら
は
「
山
方
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同

じ
よ
う
に
、
双
里
村
か
ら
形
見
村
・
北
山

村
が
分
立
し
、
北
山
形
村
は
寛か

ん
ぶ
ん文

８
年

（
１
６
６
８
）
ま
で
に
南
山
形
村
か
ら
分

立
し
ま
し
た
。

　
石
川
地
方
は
寛か

ん
え
い永

４
年
（
１
６
２
７
）

に
白
河
藩
が
成
立
し
て
そ
の
支
配
と
な
り

ま
し
た
。
白
河
藩
主
は
丹に

わ羽
氏
・
榊さ

か
き
ば
ら原

氏
と
続
き
、
慶
安
２
年
（
１
６
５
０
）
６

月
本
多
忠た

だ
よ
し

義
が
就
封
し
ま
し
た
。
こ
の
忠

義
が
実
施
し
た
の
が
慶
安
検
地
で
す
。
忠

義
は
白
河
藩
の
石
高
を
増
や
す
た
め
、
検

地
に
使
用
す
る
間け

ん
ざ
お竿を

縮
め
た
り
、
小
面

積
の
開
墾
田
畑
ま
で
年
貢
負
担
地
と
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
一
二
万
石
の
石
高
は

一
七
万
二
〇
〇
〇
石
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
て
忠
義
は
長
男
忠
平
に
白
河
本
領

一
〇
万
石
、
二
男
忠
利
を
分
家
さ
せ
石
川

藩
一
万
石
、
三
男
忠
以
も
浅
川
藩
一
万
石
、

四
男
・
五
男
に
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
〇
石
を

分ぶ
ん
知ち

し
旗
本
と
し
、
残
高
は
幕
府
に
隠

し
ま
し
た
。
中
田
村
の
上
・
下
分
割
も
分

知
の
た
め
で
し
た
。

　
前
記
の
新
し
い
村
の
創
出
は
藩
主
本
多

氏
一
族
の
繁
栄
の
た
め
で
、
農
民
に
と
っ

て
は
石
高
が
増
え
た
分
、
負
担
の
増
加
に

な
っ
た
の
で
す
。



「彩りちらし」

●食改さんの　　　　　　　
　チーズを入れることでコクがでて、乳製品が苦手な人でも美味しく食べ
ることができます。パプリカや茹で卵は、加えることで彩りが鮮やかで綺
麗になります。
　きゅうりは、季節によってピーマンや青菜、ブロッコリーなどに変えても
いいですね。
　ゆで卵を作るときにお酢を入れると、殻が割れにくく白身が早く固まり易
くなります。お塩でもいいです。いつもと違うちらし寿司ですが、おすすめ
です。

●食改さんの　　　　　　　
　チーズを入れることでコクがでて、乳製品が苦手な人でも美味しく食べ
ることができます。パプリカや茹で卵は、加えることで彩りが鮮やかで綺
麗になります。
　きゅうりは、季節によってピーマンや青菜、ブロッコリーなどに変えても
いいですね。
　ゆで卵を作るときにお酢を入れると、殻が割れにくく白身が早く固まり易
くなります。お塩でもいいです。いつもと違うちらし寿司ですが、おすすめ
です。

●栄養士のひとこと
　チーズやスキムミルクにはカルシウムが多く含まれています。
カルシウムは骨粗しょう症予防に効果的です。骨粗しょう症とは、骨がスカ
スカになり骨折しやすい状態になることです。
　女性に多いと言われていますが、男女問わず加齢とともに起こりやすく
なります。
　予防には、カルシウムをしっかりとること、運動を心がけること、適度に
日光浴をすることが大切です。カルシウムは特に乳製品に多く含まれてい
ますが、ほかに青菜類や大豆製品、小魚、海藻類などにも含まれています。
丈夫な骨を作り、骨折しないようにしましょう。

●栄養士のひとこと
　チーズやスキムミルクにはカルシウムが多く含まれています。
カルシウムは骨粗しょう症予防に効果的です。骨粗しょう症とは、骨がスカ
スカになり骨折しやすい状態になることです。
　女性に多いと言われていますが、男女問わず加齢とともに起こりやすく
なります。
　予防には、カルシウムをしっかりとること、運動を心がけること、適度に
日光浴をすることが大切です。カルシウムは特に乳製品に多く含まれてい
ますが、ほかに青菜類や大豆製品、小魚、海藻類などにも含まれています。
丈夫な骨を作り、骨折しないようにしましょう。

●作り方
①ご飯を炊く。
（米は洗ってザルあげ、３０分ほど置いてから炊飯器で米の分
量の目盛りまで水を加えて炊いておく）
②ボウルにAを合わせ、合せ酢を作っておく。
③きゅうりは塩をまぶして、板ずりした後に塩を洗い流し半月
切りの薄切りにする。
④チーズは５mmの角切りにする。
⑤卵は茹で卵にして、乱切りにする。
（鍋に水を適量入れ、沸騰したら酢を少量加えて卵を入れ、10
分ほど茹でる。茹で上がったら冷水で冷ます。）
⑥パプリカは種を取り、みじん切りにする。
⑦ボウルに①の温かいご飯を入れ、スキムミルク、④のチーズ、
⑥のパプリカ、②の合せ酢を混ぜ合わせ冷ます。
⑧⑦の冷ましたご飯に、③のきゅうりを混ぜる。
⑨最後に⑤の茹で卵を上に散らして出来上がり。

●作り方
①ご飯を炊く。
（米は洗ってザルあげ、３０分ほど置いてから炊飯器で米の分
量の目盛りまで水を加えて炊いておく）
②ボウルにAを合わせ、合せ酢を作っておく。
③きゅうりは塩をまぶして、板ずりした後に塩を洗い流し半月
切りの薄切りにする。
④チーズは５mmの角切りにする。
⑤卵は茹で卵にして、乱切りにする。
（鍋に水を適量入れ、沸騰したら酢を少量加えて卵を入れ、10
分ほど茹でる。茹で上がったら冷水で冷ます。）
⑥パプリカは種を取り、みじん切りにする。
⑦ボウルに①の温かいご飯を入れ、スキムミルク、④のチーズ、
⑥のパプリカ、②の合せ酢を混ぜ合わせ冷ます。
⑧⑦の冷ましたご飯に、③のきゅうりを混ぜる。
⑨最後に⑤の茹で卵を上に散らして出来上がり。

材料 （4人分）
精白米……………………200ｇ
きゅうり……………………20ｇ
チーズ………………………20ｇ
卵………………………………１個
赤パプリカ…………………40ｇ

スキムミルク…………小さじ２
　　砂糖………………大さじ１
　　塩………………………少々
　　酢…………………大さじ３｛A

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６

15 ● 広報いしかわ 1 月号

「
古
内
地
区
で
も
サ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

　
10
月
3
日
、
沢
田
の
古
内
地
区
で
サ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
古
内

に
も
、
ぜ
ひ
サ
ロ
ン
を
」
と
区
長
さ
ん
・
民
生
委
員
さ
ん
が
中
心
に
な
り
準
備

を
進
め
、
当
日
は
20
名
以
上
が
参
加
し
賑
や
か
な
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
水
野
区
長
さ
ん
か
ら
「
古
内
に
も
待
望
の
サ
ロ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
が
ず
っ
と
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
に
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
普
段
動
か
さ

な
い
筋
肉
を
動
か
し
、
た
く
さ
ん
笑
い
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
よ

う
で
す
。

　
2
回
目
の
11
月
15
日
は
、
運
動
終
了
後
に
『
新
聞
棒
づ
く
り
』
を
し
ま
し
た
。

新
聞
を
き
っ
ち
り
丸
め
て
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
を
巻
く
と
、
い
ろ
ん
な
運
動
に
活
用
で

き
る
『
新
聞
棒
』
の
完
成
で
す
。

　
赤
・
青
・
黄
色
・
縞
模
様
・
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
入
り
な
ど
、
各
々
の
好
み
の
『
マ
イ

新
聞
棒
』
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
新
た

に
参
加
す
る
人
の
分
も
・
・
と
何
本
も
作

っ
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

さ
ら
に
仲
間
が
増
え
、“
楽
し
く
・
元
気

に
”
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

　
古
内
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
15
日
の
午
前
9

時
30
分
か
ら
古
内
集
会
所
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
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毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除

雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次
の
点
に
注

正
し
い
操
作
で
、安
全
除
雪
!!

水道管の凍結にご注意を！―水道管の冬支度はお済みですか？―
　１年間で最も寒さが厳しい時期を迎えました。この季節は水道管が凍ったり、破裂したりして大変お困り

になる家庭も多いことと思います。お早めに水道管の冬支度をしてください。
●破裂の多い水道管は
　戸外で日当たりが悪く、露出、又は風当たりが強い場所にある水道管です。
●冬支度として
　①水道管に布や毛布を巻きつけて保温し、その上にビニールテープを巻いて寒気が入らないようにします。
　②市販されている保温材もあります。（指定工事店や雑貨店で販売しています。）
●水道管が凍った時は
　自然にとけるのを待つか、凍った部分にタオルをあてて、ゆっくりとぬるま湯をかけてください。急に熱

いお湯をかけると、凍った部分が破裂することがありますので注意してください。
●水道管が破裂してしまった時は
　まず甲止栓を止めてください。甲止栓の場所がわからないときは、破裂したところを布、テープなどで応

急手当をして指定工事店に修理をお願いしてください。
　甲止栓は、メーターの先にあり、手で止めるものです。一度確認してください。
●お問い合わせ先
　石川町水道事業所　☎２６―１５０２
◎平成24年度年末年始の水道修繕工事等の当番業者

期　　　日 当番業者 電話番号
平成24年12月31日（月） ㈲中野工業 ２６－１７０２
平成25年 １月 １日（火） 水戸設備 ２６－０１９６

２日（水） ㈲溝井設備 ２６－１０７９
３日（木） ㈲大竹工務店 ２６－０７３８
４日（金） ㈲吉田設備工業 ２６－１３３１
５日（土） 三栄工業 ２６－３３５６

除
雪
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
願
い

　
町
で
は
、
一
定
基
準
を
超
え
た
積
雪

時
に
主
要
幹
線
道
路
の
除
雪
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
重
機
を
使
用
し
て
の
作
業
と
な
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
注
意
を

払
っ
て
作
業
し
ま
す
が
、
住
居
前
や
進

入
路
等
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
除
雪
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
は
、
町
業
者
が
国
道
、
県

道
、
町
道
の
順
番
で
行
う
こ
と
か
ら
町

道
の
除
雪
が
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
2
6
ı
9
1
3
3

意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い
方

を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部

（
オ
ー
ガ
、
ブ
ロ
ワ
）
が
完
全
に
停

止
し
て
か
ら
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

⑶
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が
完

全
に
停
止
し
て
か
ら
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

⑷
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟
ま
れ

た
り
し
な
い
よ
う
、
足
も
と
や
後
方

の
障
害
物
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

⑸
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方
向

に
、
人
や
車
・
建
物
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
除
雪
機

の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会
/

除
雪
機
安
全
協
議
会

　
　
☎
0
3
ı
3
4
3
3
ı
0
4
1
5

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.jfm

m
a.or.jp
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文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
国
際

青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
8
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通

し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。
ひ
と
り
で
参
加
す
る
方
が
8
割

以
上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
く
方
が
6

割
以
上
で
す
。
事
前
研
修
会
で
は
仲
間

作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

●
派
遣
先

　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

●
日
程

　
3
月
24
日
㈰
～
4
月
5
日
㈮

　
※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

●
対
象

　
小
学
校
3
年
生
～
高
校
3
年
生

　
※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

●
説
明
会

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー　
ア
オ

ウ
ゼ　
Ｍ
Ａ
Ｘ
福
島
4
階
大
活
動
室
1

（
福
島
市
曽
根
田
町
1
―
18
）

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
春

休
み
海
外
派
遣
　
参
加
者
募
集

　
午
後
1
時
30
分
～

　
※
予
約
不
要
、
参
加
費
無
料
で
す
。

●
参
加
費

　
29
・
8
万
円
～
43
・
8
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
共
通
経
費
別
途
）

●
申
込
締
切

　
2
月
4
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
〒
１
０
８
ı
００

７
３

　
東
京
都
港
区
三
田
５
ı
７
ı
８

ı
9
2
1

　
☎
０
３
ı
６
４
５
９
ı
４６６１




F
A
X
０
３
ı
６
４
５
９
ı
４６３３




メ
ー
ルinfo@

kskk.or.jp

　
毎
年
、
1
月
10
日
は
1
1
0
番
の
日

で
す
。
1
1
0
番
は
警
察
本
部
通
信
指

令
室
に
つ
な
が
る
事
件
・
事
故
専
用
の

緊
急
電
話
で
す
。
焦
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り

お
話
し
く
だ
さ
い
。

●
お
尋
ね
す
る
内
容

・
何
が
あ
り
ま
し
た
か

・
い
つ
の
こ
と
で
す
か

・
場
所
は
ど
こ
で
す
か

・
犯
人
は
誰
で
す
か

・
犯
人
の
逃
走
方
向
は
ど
ち
ら
で
す
か

・
状
況
（
け
が
・
現
場
な
ど
）
は
ど
う

で
す
か

・
あ
な
た
は
誰
で
す
か

※
住
所
な
ど
を
説
明
で
き
な
い
と
き
は
、

公
共
機
関
、
金
融
機
関
、
医
療
機
関
、

駅
、
バ
ス
停
な
ど
目
標
と
な
る
も
の
が

あ
る
か
確
認
す
る
ほ
か
、
近
く
の
民
家

に
住
所
を
聞
い
て
教
え
て
も
ら
う
の
も

良
い
方
法
で
す
。

●
携
帯
電
話
か
ら
1
1
0
番
す
る
と
き

に
は

・
現
場
を
離
れ
ず
に
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い

・
必
ず
停
止
し
て
通
報
を
し
て
く
だ
さ

い
・
し
ば
ら
く
の
間
は
電
源
を
切
ら
な
い

で
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
健
康
、見
守
り
ま
す

　
福
島
県
で
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
る

放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
、
県
民
の
皆

さ
ま
の
健
康
を
長
期
に
わ
た
り
見
守
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
出
発
点
と
し
て
、

間
診
票
を
提
出
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

は
、
各
々
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
推
計
結
果
の
通
知
が
届
い

て
い
な
い
皆
さ
ま
に
は
、
現
在
、
急

ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

も
う
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ま
に

は
、
基
本
調
査
問
診
票
に
記
入
い
た
だ

き
、
平
成
23
年
3
月
11
日
か
ら
7
月
11

日
ま
で
の
自
身
の
外
部
被
ば
く
線
量
を

確
認
す
る
た
め
に
、
問
診
票
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会
お
申

し
込
み
に
つ
い
て

　
県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県
民

健
康
管
理
調
査
基
本
調
査
問
診
票
」
に

関
す
る
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会

を
皆
様
の
要
望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
日
時
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
間

で
、
1
回
当
た
り
10
名
～
15
名
ま
で
の

相
談
が
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

　
☎
0
2
4
ı
5
4
7
ı
1
78

6

　
Ｈ
Ｐ　
「
あ
な
た
の
健
康
、
見
守
り

ま
す
。」
で
検
索

1
1
0
番
通
報
の
適
切
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
は
、
一
年
を
通
し
て
発
生
し
ま
す
が
、

特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な
ど

を
介
し
て
、
経
口
で
感
染
し
、
腸
管
で

増
殖
し
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
を

起
こ
し
ま
す
。
健
康
な
方
は
軽
症
で
回

復
し
ま
す
が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方

で
は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

感
染
力
の
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
の
で
、

集
団
感
染
や
食
中
毒
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。
次
の
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
性
胃
腸
炎

患
者
の
便
や
吐
物
に
多
量
に
排
出
さ
れ

ま
す
。

⑴
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど
に
は
、

必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

⑵
下
痢
や
嘔
吐
等
の
症
状
が
あ
る
方
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
食
品
を
取
り
扱
う
作

業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
胃
腸
炎
患
者
の
便
や
吐
物
は
適
切
に

処
理
し
、
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
失
活
化
す
る
に
は

加
熱
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
※
が

有
効
で
す
。

⑴
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
し
っ
か
り
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。（
食
品
の
中
心
温

度
85
℃
以
上
で
１
分
間
以
上
の
加
熱

が
有
効
で
す
。）

⑵
調
理
器
具
な
ど
は
使
用
後
に
よ
く
洗

い
、
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

※
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
…
市
販
の

塩
素
系
漂
白
剤
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

使
用
に
あ
た
っ
て
は
「
使
用
上
の
注

意
」
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
８
４１６
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原
子
力
損
害
賠
償
巡
回

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

の
ご
案
内

心
配
ご
と
相
談

定
例
行
政
相
談

　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相
談
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
1
月
19
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

●
日
時

 　
1
月
10
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

 

1
月
25
日
㈮
（
弁
護
士
相
談
会
）

　
午
後
1
時
～
午
後
3
時　
※
要
予
約

●
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
―

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
2
6
ı
3
7
9
3

　
福
島
県
で
は
福
島
県
弁
護
士
会
と
連

携
し
、
弁
護
士
に
よ
る
対
面
の
法
律
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
請
求
手

続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
お
よ
び
支
援

者
で
、
震
災
に
よ
っ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
問
題
を
生
じ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　
相
談
に
は
看
護
師
、
作
業
療
法
士
、

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保

　
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済
し
き

れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み

の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

　
ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に

貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金

融
」
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
ご
利

用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況

に
関
す
る
問
合
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ

て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
窓
口　
福
島
市
松
木
町
13
ı
2

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

●
受
付
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

☎
0
2
4
ı
5
3
3
ı
0
0
6
4

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

☎
0
2
4
ı
5
3
5
ı
0
3
0
3

（
理
財
課
）

●
相
談
料　
　
無
料

●
相
談
時
間　
30
分
（
午
後
1
時
30
分

か
ら
3
時
50
分
の
間
に
実
施
）

●
実
施
場
所
等

　
郡
山
市
及
び
白
河
市
に
お
け
る
会
場

と
日
程
（
1
、 

2
月
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
福
島
県
郡
山
合
同
庁
舎

　
（
郡
山
市
麓
山
1
ı
1
ı
1
）

　
1
月
16
日
㈬
、
23
日
㈬
、
30
日
㈬

　
2
月
6
日
㈬
、
13
日
㈬
、
20
日
㈬

・
白
河
商
工
会
議
所

　
（
白
河
市
道
場
小
路
96
ı
5
）

　
1
月
17
日
㈭
、
24
日
㈭
、
31
日
㈭

　
2
月
7
日
㈭
、
14
日
㈭
、
28
日
㈭

※
な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
次
に
よ
り
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
窓
口
】
事
前
予
約
受
付
番
号

　
　
☎
0
2
4
ı
5
2
3
ı
1
5
0
1

●
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
8
時
（
平
日
）

　
須
賀
川
税
務
署
で
は
、
早
期
申
告
に

向
け
て
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
方
の
確
定
申
告
説
明
会
」
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
説
明
会
で
は
、
申
告
書
の
作
成

及
び
提
出
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
告
に
必
要
な
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
期
間　
1
月
29
日
㈫
～
31
日
㈭

●
時
間　
午
前
9
時
30
分
、
午
後
1
時

30
分
の
1
日
2
回
実
施
し
ま
す
。

●
場
所　
須
賀
川
市
産
業
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
階
会
議
室

●
必
要
書
類

 

所
得
関
係 

　
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
そ
の

他
収
入
や
必
要
経
費
の
わ
か
る
も
の

 

控
除
関
係 

　
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
な
ど
の

控
除
証
明
書
、
雑
損
控
除
や
医
療
費
控

除
等
を
受
け
る
方
は
、
内
容
の
わ
か
る

も
の
や
領
収
書

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
必
要

な
書
類
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
ま
た

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nta.go.jp

）
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

須
賀
川
税
務
署

☎
0
2
4
8
ı
7
5
ı
2
1
9
4
（
音

声
案
内
で
2
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

　
須
賀
川
税
務
署
で
は
次
の
日
程
で
確

定
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

●
期
間　
2
月
1
日
㈮
～
3
月
15
日
㈮

　
　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　
　
（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　
須
賀
川
市
産
業
会
館 

2
階

研
修
室

　
こ
の
期
間
、
税
務
署
内
に
は
確
定
申

告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
で
も

確
定
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
告
は
お
早

め
に
!!

●
お
問
い
合
わ
せ
先

須
賀
川
税
務
署

☎
0
2
4
8
ı
7
5
ı
2
1
9
4
（
音

声
案
内
で
2
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

確
定
申
告
説
明
会
を

行
い
ま
す

所
得
税
、贈
与
税
、個
人
事
業
者

の
消
費
税
、申
告
会
場
の
ご
案
内

健
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
職
員

が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
併
せ
て
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

●
被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン
）

　
☎
0
2
4
ı
5
3
1
ı
6
5
2
2

　
午
前
9
時
～
正
午

　
午
後
1
時
～
午
後
5
時

（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29

日
～
1
月
3
日
）
を
除
き
ま
す
）
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「子育て講演会」の開催について
　現在、全国的に小中高校におけるいじめが増加傾向にあり、社会問題になっています。子どもがいじめをするのは、
家庭において安心して「羽」を休める場所がないのではないか、親がもっと子どもと向き合い気持ちを理解する
ことで家庭が心の安らぐ場所になれば、いじめも減るのではないでしょ
うか。皆さんも、この機会に子育てについて一緒に考えてみませんか。
●日時　2月2日(土)午前10時～午前11時45分
●場所　石川町共同福祉施設ホール
●演題　家庭を子どもたちの心の安らぐ巣箱にするために
　　　　　～いじめのない社会を目指して～
●講師　鵜沼智恵子氏(福島県青少年育成県民会議専門講師)
　　　　主な経歴:CAPいわき代表、保護司、民生児童委員、県子育て支援連絡会いわき方部会長、
　　　　　　　　いわき市要保護児童対策協議会代表者会議メンバー、いわき市青少年問題協議会メンバー
　　　　　　　　※ 「CAP」とは、虐待や性暴力に対して、子ども自身が実践できる護身術として、アメリカ合
　　　　　　　　　 衆国で考案されたものです。日本では、主として公立小学校や自治体、市民団体による
　　　　　　　　　 企画などで実施され、人権教育として行われています。
●参加は無料です。どなたでも参加できますので、多くの方の参加をお待ちしています。
●お問い合わせ先　石川町公民館 ☎26-2566

新しい年を迎え、今年こそ読書に親しんでみませんか？
公民館図書室には、小説、エッセイ、詩集などたくさんの本を揃えて皆様のお越しをお待ちし
ています。
最近おすすめの本を紹介します。

〈ベストセラー本〉
書　　名 著　者 出版社 内　　　容

聞く力 阿川佐和子 文藝春秋 “聞く”をテーマに自身の経験をまとめた本
置かれた場所で
咲きなさい 渡辺　和子 幻冬舎 滋味にあふれる言葉に励まされる一冊

〈小説〉
書　　名 著　者 出版社 内　　　容

光圀伝 冲方　　丁 角川書店 孤高の虎、水戸光圀の生き様を綴った本
ガリレオシリーズ
７・８ 東野　圭吾 文藝春秋 今、一番読まれている著者。ガリレオファンのみなさ

んに絶対お勧めの本
ソロモンの偽証
第1部・2部・3部作 宮部みゆき 新潮社 全3部作（事件・決意・法廷）で綴る完全ミステリー

６４　横山秀夫 横山　秀夫 文藝春秋 警察小説の真髄が、人生の本質がここにある
母　性 湊　かなえ 新潮社 『それ』をめぐる母の記録と娘の記憶。あるいは探索の物語

拉致と決断 蓮池　　薫 新潮社 これまで明かされなかった事実を克明に綴った感動の
ドキュメント

〈詩・エッセイ〉
書　　名 著　者 出版社 内　　　容

ちい散歩
地井さんの絵手紙 地井　武男 新日本出版社 地井さんの絵手紙最終集・60枚とコメント付

歌に私は泣くだらう 永田　和宏 新潮社 河野裕子闘病10年
夫で歌人の著者が河野と家族の壮絶な闘病生活を綴った本

はなちゃんのみそ汁 安武　信吾
千恵・はな 文藝春秋 がんで逝った33歳の母が５歳の娘に遺したもの

図 書 紹 介



国 保 だ よ り
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　本町の２３年度の国民健康保険の医療費で200万円
以上となったレセプトの内訳をみると２０人で総額
69,419,580円、１人当たりの平均は3,470,979円でした。
　最も多かったのは循環器系疾患が９人で、心臓の
手術では平均4,248,460円でした。循環器疾患にな
る前の基礎疾患を見ると、高血圧の方が７人、高脂
血症の方が３人、糖尿病の方が１人、高血圧と高脂
血症の両方の方が３人でした。また、人工透析の方
は１１人で５０代～６０代前半で発症しています。その
うち去年１年間で病気になられた４人の方の基礎疾
患には高血圧症や糖尿病がありました。なかでも、
循環器疾患は自覚症状がないのが特徴なので、気
づくのが遅れてある日突然倒れてしまうというこ
ともあるので、４０歳になったら年に１回は自分の健
康状態を確認し、早い段階から日常生活の見直し
をすることが大切です。
　本町の２０～２２年度の健診受診状況は県内でも低
く、また健診結果では内臓脂肪症候群が多いこと

がわかりました。高血圧症や高脂血症も若いうち
から病気になると、血管や心臓にかかる負担も大
きくなってきます。たとえ治療中でも「薬を飲ん
でいるから」と安心せず、重症化させないために、
食事の塩分の摂りすぎや食べ過ぎ・飲みすぎなど
に注意し、生活に運動を取り入れるなど普段から
気をつけることが大事です。国民健康保険に加入
されている方については、早期発見や早期治療の
ために健診の案内が届くようになっていますので、
健診を受けて保健指導を活用し、いつまでも元気
で自分らしい生活を送りましょう。

退職者医療制度とは？

　退職者医療制度とは会社等の健康保険に一定期間以
上加入されていた方が入る国民健康保険です。　　　　　
　この制度は、本人の自己負担と保険税のほか現役時
代の健康保険組合などからの拠出金が財源となってい
ます。
　国保から支払う医療費の増加や、それに伴う国保の
保険税の値上げを防ぐため、該当する方は退職者医療
制度への切り替えをお願いいたします。
　退職被保険者、被扶養者になっても保険税の変更は
ありません。 
　次の条件の全てにあてはまる方が退職被保険者(本
人)となります。 
・６５歳未満で国民健康保険に加入している。 
・厚生年金・共済年金などの被用者年金の加入期間が

２０年以上(または４０歳以降に１０年以上)あって、老齢
厚生年金、老齢(退職)年金などの受給権がある。

厚生年金、共済年金への加入期間

20年以上 40歳以降に10年以上

　次の条件の全てにあてはまる方が退職被保険者の被
扶養者となります。 
・６５歳未満で国民健康保険に加入している。 
・退職被保険者(本人)の直系尊属、配偶者と３親等内

の親族である。 
・退職被保険者(本人)と住民票上、同一世帯になって

いる。 
・退職被保険者(本人)によって生計を維持し、年間収

入が１３０万円未満(６０歳以上の方、身障者の方は１８０万
円未満)である。 

●対象になる日
　年金の受給権が発生した日です。年金証書を受けと
ったら14日以内に保険証、印鑑、年金証書を持参のう
え国保係窓口にて届け出してください。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

ぜひ総合健診・特定健診を
活用して！

●お問い合わせ先　保健センター　☎２６－８４１６
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石川町1～2月の主な予定

1 月  ● January 2 月  ● February

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14

金
土
日
月
火
水
木
金

土
日
月
火
水
木

在宅当番医

1歳6か月児健診（13：00～）　　　　　 
町県民税確定申告相談会

（3月15日まで）　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　
在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

2歳児教室（9：30～）　　　　　　　　　
3～4か月児健診（13：00～）　　　　　 
ＢＣＧ予防接種（13：00～）

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
共同福祉施設

添田医院
ひらた中央病院

（平田村）
保健センター
保健センター
保健センター

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

在宅当番医

1歳児教室（9：30～）　　　　　　　　　
3歳3か月児健診（13：00～）　　　 　　

在宅当番医

浅川南診療所
（浅川町）

保健センター
保健センター

ひらた中央病院
（平田村）

（平成24年11月 1日～11月30日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

●１月２５日㈮までに納めましょう
　固定資産税（第４期）
　国民健康保険税（第７期）
●１月３１日㈭までに納めましょう
　後期高齢者医療保険料（第６期）

氏 名 保 護 者 住所

深堀　　真
まな

（祐　介・　育　）石　田

佐川　　遼
りょう

（洋　二・明　美）赤　羽

小池　朔
さく

矢
や

（功　一・幸　子）和　久

渡邉　　旭
あさひ

（　宗　・るみ子）双　里

矢内　琴
こと

巴
は

（一　久・怜　美）南山形

氏 名 住 所

矢　内　ト　シ	 （板　橋）
草　野　成　美	 （曲　木）
小　針　啓　子	 （北　町）
鈴　木　　　衞	 （立ケ岡）
須　藤　マツヨ	 （板　橋）
江　尻　トシヱ	 （赤　羽）
橋　本　シゲ子	 （山　形）
圓　谷　　　眞	 （沢　井）
宍　戸　清　松	 （大　室）
吉　田　キノイ	 （沢　井）
桑　澤　カツ子	 （双　里）
岩　谷　良　知	 （中　田）
佐　川　ト　ミ	 （赤　羽）
西　條　トシエ	 （母　畑）
瀨　谷　スミ子	 （中　田）
泉　　　重　勝	 （王子平）
矢　内　義　雄	 （板　橋）

　新　郎　新　婦（住所）　

齊藤　寿治（鮫川村）・矢内　祐子（南山形）



編集後記
　明けましておめでとうございます。
今年も広報いしかわをよろしくお願い
します。一年の計は元旦にありという
ことわざがあります。物事を始めるに
あたっては、最初に計画や準備をする
ことが大切という意味です。昨年はし
っかりと計画も立てず過ごしてしまっ
たせいか、あっという間に過ぎてしまっ
たように感じます。今年は目標を持っ
て充実した1年にしたいと思います。

（佐久間）

表紙の写真

第３０9回第３０9回

中谷第一
小学校

【施設紹介】
　中谷第一小学校は，「思いやる子ども」「進んで学ぶ子ども」「きた
える子ども」を教育目標に５６名の子どもたちが毎日元気に学校生
活を送っています。みどりの少年団活動が活発で，学校花壇や緑の
カーテンづくりをはじめ，公園への花植え，背戸山への植樹などの
活動が評価され，今年度は関東森林管理局長賞を受賞しました。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

中谷第一小学校　６年　  添田　麻美さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．なるべく前を見て、手はポケットなどに入れず、車

の音をよく聞くように心がけています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．看護師や動物の飼育員、介護士の中の一つにつきた

いです。理由は、今、そういう人たちが減ってきて
いるからです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
あさ み

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１７，１１８人（　△２３）
（  ）内前月比●12月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，３１２人（　△  ５）
８，８０６人（　△１８）
５，７０４戸（　△  ３）

　石川文化幼稚園に通う緑川　廻汰（かいた）く
ん、祖父の好雄さん、祖母の一子さんです。
　石川文化幼稚園に通う緑川　廻汰（かいた）く
ん、祖父の好雄さん、祖母の一子さんです。

相樂　康介さん（6年）
　魚のきれいな模様と力強く泳
いでいる姿を版画できれいに表
現したいと思いました。ちょうこく
刀でうろこを表現するのが大変で
した。

雲の上でぶらんことかかくれんぼを
してみたいなと思ってかきました。

さ  がら　　こう すけ

南條　沙莉さん（2年）
なんじょう　　 さ　り

「
な
か
よ
し
」

　山ねこにおびえる2人のしんしの顔や、
それを助けに来た犬の勇ましい表情など
を伝えられるようにかくのがとてもむず
かしかったです。犬が飛びこんで来て、ド
アのカケラが飛びちっている様子がよく
かけたと思います。

角田　志桜里さん（4年）
かく  た　　　し　お　り

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」

再生紙を使用しています

「Ｉ’ｍ　ｈｕｎｇｒｙ」




